
　
毎
年
10
月
を「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
」と
し
、「
乳
が

ん
の
早
期
発
見
、早
期
治
療
」を
啓
発
・
推
進
す
る
取
り

組
み
が
世
界
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
統
計
に
よ
る
と
、

２
０
１
９
年
は
女
性
の
約
９
７
，０
０
０
人
が
乳
が
ん

と
診
断
さ
れ
、約
１
４
，０
０
０
人
が
亡
く
な
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
乳
が
ん
は「
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
」と
呼
ば
れ
る
女
性
ホ

ル
モ
ン
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、女
性
が
発
症
す
る
が

ん
の
中
で
最
も
多
く
、年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
を
発
症

す
る
女
性
は
約
9

人
に
1
人
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
、身
近

な
病
気
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
年
代
別
に
み
る

と
30
代
後
半
か
ら

乳
が
ん
の
発
症
が

増
え
始
め
、40
代

か
ら
50
代
前
半
で

ピ
ー
ク
と
な
り

ま
す
。さ
ら
に
60

代
前
半
で
再
び
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
、20
代
や
30
代
の
発
症
も
増
え
て
い
ま

す
。発
症
が
多
い
40
代
、50
代
は
ち
ょ
う
ど
仕
事
や
子

育
て
、介
護
な
ど
人
生
の
中
で
も
社
会
的
な
役
割
が
大

き
く
、忙
し
い
時
期
に
重
な
る
場
合
が
多
い
た
め
、深

刻
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
早
期
に
発
見
し
、早
く
治
療
す
る
こ
と
で
、

命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、自
分
の
乳
房
に
関
心
を
も
っ
た
生

活
習
慣（
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
）に
つ
い
て
、ご

紹
介
し
ま
す
。

ブ
レ
ス
ト・ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

「
乳
房
に
関
心
を
持
っ
た
生
活
習
慣
」

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
＋
年
代
別
ポ
イ
ン
ト

①
ま
ず
、自
分
の
乳
房
の
状
態
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

乳
が
ん
は
自
分
で
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
が
ん
で
す
。月
に
１
度

の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク（
自
己
触
診
）を
行
っ
て
、普
段
の
自
分
の
乳

房
の
状
態
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
乳
房
の
変
化（
し
こ
り
、皮
膚
の
く
ぼ
み
、血
性
の
乳
頭
分
泌
な

ど
）に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

③
乳
房
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
、す
ぐ
に
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

④
40
歳
に
な
っ
た
ら
、２
年
に
１
回
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

◎
20
〜
30
代
　
乳
が
ん
の
こ
と
を
正
し
く
知
り
、セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

で
自
分
の
乳
房
に
関
心
を
持
つ
こ
と
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

◎
40
〜
50
代
　
仕
事
や
家
事
に
多
忙
な
人
も
多
く
、検
診
か
ら
遠
の

き
が
ち
で
す
が
、月
に
１
度
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
異
常
を
感
じ

な
い
場
合
も
、２
年
に
１
回
、定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
60
代
以
上
　
２
年
に
１
回
、定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
、閉
経
前
は
卵
巣
で
つ
く
ら

れ
、閉
経
後
は
脂
肪
細
胞
で
つ
く
ら
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。日
ご
ろ
か
ら
肥
満
に
気
を
つ

け
、無
理
の
な
い
運
動
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
集
団
検
診
、ま
た
は
個
別
検
診（
滋
賀

県
内
の
指
定
医
療
機
関
）で
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
職
場
等
の
検
診
の
機
会
が
な
い
方
は
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●臓器移植とは？
　毎年10月を「臓器移植普及推進月間」として、臓器
移植の一層の定着・推進を図るため、臓器移植に対
する理解と協力のための普及啓発を行っています。
　臓器移植とは、病気や事故によって臓器が機能し
なくなり、移植でしか治療できない方に、他者の健
康な臓器を移植して、機能を回復させる医療です。
善意による臓器の提供や広く社会の理解と支援がな
ければ成り立たない医療です。
　福祉保健課窓口には、臓器移植意思表示カードを
設置しています。これは、脳死状態になった時に他

者に臓器を提供するかどう
かの意思表示を行うカード
です。運転免許証や健康保険
証でも意思表示を行うこと
ができます。
　臓器移植・臓器提供についての詳細は、日本臓器
移植ネットワークの
ホームページをご覧
ください。
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●骨髄バンクとは？
　毎年10月を「骨髄バンク推進月間」として、骨髄
バンク事業に対する理解と協力のための普及啓発を
行っています。
　骨髄バンクとは、白血病をはじめとする血液疾患
のため、「骨髄移植」などが必要な患者さんと、骨髄
を提供するドナーをつなぐ公的事業です。
　全国のドナー登録者は、令和5年6月末現在
546,679人、移植を待つ患者さんは1,685人おられ
ます。令和4年度は、移植を希望する患者さん1,911
人のうち、1,052人に移植が行われました。移植を
希望する患者さんの約2人に1人しか移植を受けられ
ていない現状です。

　約50万人の
ドナーから、
令和4年度の
移植件数は約
1,000件であることから、移植を希望するすべての
患者さんが骨髄移植のチャンスを得るためには、1
人でも多くのドナー登録が必要です。
　ドナー登録の方法や骨髄提供の流れなどの詳細
は、日本骨髄バンクの
ホームページをご覧
ください。
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● 日野町骨髄等移植ドナー支援事業助成金について
　町では、骨髄等を提供された方（ドナー）やドナーを雇用する事業所に対し助成金の交付を行っています。
申請方法や必要書類については、福祉保健課保健担当までお問い合わせください。

・助成対象者
① 日本骨髄バンクが実施する骨髄バンク事業にて
骨髄または末梢血幹細胞を提供した方（ドナー）
② ①に該当する方を雇用する事業所

・助成金額　
①ドナーの方
骨髄等を提供するための通院、入院または医師
等との面談に要した日数1日につき2万円
（最大7日間：14万円）
②事業所
ドナーが骨髄等を提供するための通院等の日数
のうち休暇を付与した日数1日につき1万円
（最大7日間：7万円）
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　臓器移植とは、病気や事故によって臓器が機能し
なくなり、移植でしか治療できない方に、他者の健
康な臓器を移植して、機能を回復させる医療です。
善意による臓器の提供や広く社会の理解と支援がな
ければ成り立たない医療です。
　福祉保健課窓口には、臓器移植意思表示カードを
設置しています。これは、脳死状態になった時に他

者に臓器を提供するかどう
かの意思表示を行うカード
です。運転免許証や健康保険
証でも意思表示を行うこと
ができます。
　臓器移植・臓器提供についての詳細は、日本臓器
移植ネットワークの
ホームページをご覧
ください。

●骨髄バンクとは？
　毎年10月を「骨髄バンク推進月間」として、骨髄
バンク事業に対する理解と協力のための普及啓発を
行っています。
　骨髄バンクとは、白血病をはじめとする血液疾患
のため、「骨髄移植」などが必要な患者さんと、骨髄
を提供するドナーをつなぐ公的事業です。
　全国のドナー登録者は、令和5年6月末現在
546,679人、移植を待つ患者さんは1,685人おられ
ます。令和4年度は、移植を希望する患者さん1,911
人のうち、1,052人に移植が行われました。移植を
希望する患者さんの約2人に1人しか移植を受けられ
ていない現状です。

　約50万人の
ドナーから、
令和4年度の
移植件数は約
1,000件であることから、移植を希望するすべての
患者さんが骨髄移植のチャンスを得るためには、1
人でも多くのドナー登録が必要です。
　ドナー登録の方法や骨髄提供の流れなどの詳細
は、日本骨髄バンクの
ホームページをご覧
ください。
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● 日野町骨髄等移植ドナー支援事業助成金について
　町では、骨髄等を提供された方（ドナー）やドナーを雇用する事業所に対し助成金の交付を行っています。
申請方法や必要書類については、福祉保健課保健担当までお問い合わせください。

・助成対象者
① 日本骨髄バンクが実施する骨髄バンク事業にて
骨髄または末梢血幹細胞を提供した方（ドナー）
② ①に該当する方を雇用する事業所

・助成金額　
①ドナーの方
骨髄等を提供するための通院、入院または医師
等との面談に要した日数1日につき2万円
（最大7日間：14万円）
②事業所
ドナーが骨髄等を提供するための通院等の日数
のうち休暇を付与した日数1日につき1万円
（最大7日間：7万円）
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限局：乳がんが小さく乳腺全体を侵していない
領域： 乳房付近のリンパ節に転移または、近く
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